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こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
平
成
９
年
１
月
、

当
時
発
掘
調
査
が
始
ま
っ
て
間
も
な
い
伊

勢
堂
岱
遺
跡
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
始

ま
っ
た
も
の
で
、
旧
鷹
巣
町
と
し
て
平
成

13
年
ま
で
５
回
開
催
さ
れ
、
今
回
新
市
と

し
て
第
１
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
は
、
あ
き
た
北
空
港
の

東
側
に
位
置
す
る
縄
文
時
代
後
期
前
半
（
今

か
ら
約
４
千
年
前
）
の
遺
跡
。
平
成
７
年

に
大
館
能
代
空
港
の
ア
ク
セ
ス
道
路
建
設

に
先
立
つ
発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

環
状
列
石
や
配
石
遺
構
な
ど
が
見
つ
か
り
、

大
規
模
な
祭
礼
の
場
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
遺
存
状
態
が
よ
く
学
術

的
価
値
が
高
い
こ
と
か
ら
、
平
成
13
年
１

月
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。  

　
東
北
・
北
海
道
に
は
、
有
名
な
大
湯
ス

ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
な
ど
伊
勢
堂
岱
と
同
様

の
環
状
列
石
を
持
つ
遺
跡
が
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
。
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

こ
れ
ら
の
遺
跡
を
調
査
し
て
い
る
自
治
体

か
ら
担
当
者
を
招
き
、
発
掘
調
査
に
つ
い

て
の
報
告
と
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

   

　
紹
介
さ
れ
た
環
状
列
石
を
持
つ
遺
跡
は
、

北
海
道
森
町
の
「
鷲
ノ
木
５
遺
跡
」
、
青
森

市
の「
小
牧
野
遺
跡
」、平
川
市（
旧
平
賀
町)

の「
太
師
森
遺
跡
」、鹿
角
市
の「
大
湯
環
状

列
石
」、そ
し
て
本
市
の
伊
勢
堂
岱
遺
跡
。

ま
た
、
森
吉
地
区
小
又
川
流
域
に
点
在
す

る
森
吉
山
ダ
ム
関
連
の
遺
跡
群
に
つ
い
て

も
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
は
じ
め
に
、
市
教
育
委
員
会
の
細
田
昌

史
主
任
学
芸
員
が
、「
小
又
川
流
域
の
縄
文

時
代
〜
森
吉
山
ダ
ム
関
連
遺
跡
を
中
心
に

〜
」
と
題
し
て
本
市
の
森
吉
山
ダ
ム
関
連

の
遺
跡
「
二
重
鳥
（
ふ
た
え
ど
り
）
遺
跡

（
旧
石
器
時
代
）
」
や
縄
文
後
期
に
属
す

る
「
日
廻
岱
（
ひ
ま
わ
し
た
い
）
遺
跡
」、

縄
文
晩
期
の
「
向
様
田
（
む
か
い
さ
ま
だ
）

遺
跡
」
な
ど
を
時
代
を
追
っ
て
説
明
。 

　
こ
れ
ら
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
や 

石
器
は
、
広
く
東
北
や
北
海
道
の
多
く
の

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
も
の
と
大
き
な
違
い

は
な
く
、
生
活
に
共
通
す
る
文
化
や
情
報

を
共
有
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
、

と
指
摘
。
そ
の
具
体
的
な
例
と
し
て
や
じ

り
な
ど
に
使
わ
れ
た
黒
曜
石
は
深
浦
や
男

鹿
、
月
山
、
ま
た
装
飾
品
と
し
て
加
工
さ

れ
た
翡
翠
（
ひ
す
い
）
は
新
潟
県
姫
川
、

琥
珀
（
こ
は
く
）
は
岩
手
県
久
慈
市
な
ど
、

原
産
地
が
限
定
さ
れ
て
い
る
も
の
も
出
土

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

   

　
続
い
て
、
鷲
ノ
木
５
遺
跡
（
北
海
道
森

町
）
で
は
遺
跡
全
体
が
火
山
灰
に
覆
わ
れ

て
い
た
た
め
、
保
存
状
態
が
良
好
だ
っ
た

こ
と
、
ま
た
、
小
牧
野
遺
跡
（
青
森
市
）

で
は
環
状
列
石
を
形
作
る
石
が
ど
の
よ
う

に
現
場
に
持
ち
込
ま
れ
た
か
、
ソ
リ
や
背

負
子
で
実
際
に
石
を
運
搬
し
検
証
し
て
み

た
よ
う
す
が
ビ
デ
オ
で
紹
介
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
遺
跡
担
当
者
か
ら
の
興
味
深
い
発

表
に
参
加
者
ら
は
真
剣
に
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
本
市
の
国
指
定
史
跡
「
伊
勢
堂

岱
遺
跡
」
に
つ
い
て
は
、
榎
本
剛
治
学
芸

員
が
平
成
７
年
発
見
当
時
か
ら
最
近
の
４

つ
目
の
環
状
列
石
が
発
掘
調
査
さ
れ
る
ま

で
を
紹
介
、
石
組
み
や
土
器
・
石
器
な
ど

は
出
土
す
る
も
の
の
、
こ
の
遺
跡
を
利
用

し
た
縄
文
人
の
住
居
跡
が
発
見
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
将
来
に
わ
た
り
、

計
画
的
な
調
査
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど

を
報
告
し
ま
し
た
。 

   

　
各
遺
跡
の
報
告
の
後
、
伊
勢
堂
岱
遺
跡

調
査
指
導
委
員
会
の
委
員
長
な
ど
も
務
め

る
縄
文
文
化
研
究
の
第
一
人
者
・
國
學
院

大
学
の
小
林
達
雄
教
授
に
よ
る
「
人
間
史

の
中
の
環
状
列
石
」
と
題
し
た
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
（
４
・
５
ペ
ー
ジ
で
講
演
の

要
旨
を
紹
介
し
て
い
ま
す
）
。
小
林
教
授

は
、
「
環
状
列
石
を
含
め
、
遺
跡
の
成
り

立
ち
や
作
ら
れ
る
ま
で
の
過
程
を
知
る
こ

と
は
、
縄
文
人
の
『
こ
こ
ろ
』
を
知
る
こ

と
」
な
ど
と
環
状
列
石
が
縄
文
人
の
精
神

世
界
を
理
解
す
る
鍵
と
な
る
こ
と
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
後
、
元
県
立
博
物
館
長
の
冨
樫
泰

時
氏
を
進
行
役
に
各
遺
跡
の
担
当
者
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

各
遺
跡
の
現
状
や
こ
れ
か
ら
の
調
査
活
動

な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
の
参
加
者
か
ら

専
門
的
な
質
問
な
ど
も
出
さ
れ
、
環
状
列

石
や
縄
文
文
化
へ
の
関
心
を
高
め
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
。 

●
縄
文
人
の
暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
を
さ
ぐ
る
　
　
　
　
第
１
回
北
秋
田
市
縄
文
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

﹁
北
東
北
・
北
海
道
の
環
状
列
石
﹂

▲環状列石を持つ代表的な遺跡の担当者が集まり、調査発

掘の現状の報告、情報交換などを行った縄文シンポジウム 

〜
４
千
年
前
の
原
風
景
を
求
め
て
〜

環
状
列
石
を
有
す
る
代
表
的
な

遺
跡
の
現
場
担
当
者
が
参
加

伊
勢
堂
岱
遺
跡
は
息
の
長
い
発

掘
調
査
が
必
要

縄
文
文
化
研
究
の
世
界
的
権
威
に
よ

る
講
演
﹁
人
間
史
の
中
の
環
状
列
石
﹂

本
市
か
ら
は
、
伊
勢
堂
岱
遺
跡
、

小
又
川
流
域
の
遺
跡
を
紹
介
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東北・北海道の代表的な環状列石
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鷲
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木
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遺
跡
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北
海
道
森
町
） 
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大
湯
環
状
列
石
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鹿
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市
） 

▼ 

小
牧
野
遺
跡
（
青
森
県
青
森
市
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▼ 

 
　
縄
文
文
化
の
解
明
に
は
多
く
の

労
力
と
地
道
な
作
業
が
必
要
で
す
。

（
発
掘
の
た
め
の
準
備
作
業
＝
伊

勢
堂
岱
遺
跡
の
紹
介
で
） 

▼ 


